
 

                                                    

○日 時 令和3年１１月１１日（木） 1３時３0分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目 【浜田キャンパス】 

・ケンダイ寺子屋の開催について  〔資料１〕  

 

 

【3キャンパス共通】 

・中国ニュービジネス協議会との包括的連携協定の締結について  〔資料２〕 

 

 

・江津高等学校絵本プロジェクトへの協力に関する報告について  〔資料３〕 

 

 

・令和３年度 内閣府 青年国際交流事業派遣者の決定について  〔資料４〕 

 

 

・就職内定率（10月31日現在）について   〔資料５〕 

 

 

 

〇資料提供

項目 

【3キャンパス共通】 

・広報誌ORORIN（オロリン）第13号   

○行事予定  

 

 

○その他 【3キャンパス共通】 

・島根県議会 総務委員会調査及び文教厚生委員会調査について（報告） 

 

 
 
 

※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

 

 

 

 

 

 

※次回の定例記者会見は 令和3年1２月９日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 







  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立大学法人島根県立大学と 

一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会の 

包括的連携に関する協定の締結について 
 

公立大学法人島根県立大学と一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会（以下：中国

NBC）は、人材育成、地域や産業の発展を目指す包括連携協定を締結することとしました。 

 

 

 

記 

１． 協定の趣旨 

本協定は、両者の包括的な連携のもと、人材の育成や、諸分野における協力関係の深化、

そして、これらによる地域社会の発展に寄与することを目的として締結します。 

 

２． 経緯 

2021 年 6 月に島根県立大学の「ベンチャービジネス論（担当教員：久保田典男教授）」に

おいて、中国 NBC島根支部が企画する「創業塾※」を、教育・人材育成の観点から双方連携

し開催しました。この企画を具体化するための協議を重ねる中で、両者の思いが一致し、協

定締結に向けた意見がまとまりました。 

※「創業塾」とは 

島根県経済を活性化させるために、中国 NBC 島根支部(支部長：石𥔎 修二)が、創業や起業による新し

いビジネスへのチャレンジを促し、島根県を背負っていく人財を増やすことを目指して『創業塾』を 2020 

年度から実施。 

 

３． 協定の締結式 

日 時：令和３年１１月２５日（木）１１：００ ～１１：３０ 

場 所：島根県立大学 浜田キャンパス 本部棟２階「会議室」 

出席者：一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会 今井 久師副会長 他 

        公立大学法人島根県立大学  清原 正義理事長兼学長 他 

 

令和３年１１月１１日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：連携交流課 雪吹、河部 

電話：０８５５-２５-９０６３ 

資料２ 



 
資料３ 

 令和 3 年 11月 11日 

島根県立大学浜田キャンパス 

連携交流課：藪田・雪吹 

TEL：0855-25-9063 

Mail：y-yabuta@admin.u-shimane.ac.jp 

 

【高大連携事業】江津高等学校絵本プロジェクト（ラオ

スのこどもに絵本を送る）への協力に関するご報告 

 
８７冊の絵本が集まりました 

 

1. 概要 

 江津高校生徒が実施する「江津高校絵本プロジェクト（NGO経由でラオスの子供た

ちに届ける）」の絵本の収集に協力をしました。 

 島根県立大学全キャンパス図書館等に寄贈箱を設置し、教職員と学生、地域の方々

に対し絵本寄贈のお願いをしたところ、87冊の絵本が集まりました。集まった本は

今後、江津高校の生徒さんにお渡しします。 

 

2. 経緯 

⚫ 本学実施の「バーチャル国際交流」で本学 4年生の浦辺太一さんが GLOBAL DREAM 

HUNTで過去に採択された自身のラオスでの活動について発表（令和 3年 6月 25

日）。 

⚫ 当発表を高大連携の観点で声がけをしていた江津高校生徒が視聴し、その発表

に感銘を受けた 3年生有志 6人で活動を開始。 

⚫ 当プロジェクトへの協力依頼が江津高校の担当教員よりあったため、それに呼

応する形で実現。 

⚫ 令和 3 年 10 月 1 日（金）～10 月 29 日（金）の期間、全キャンパス図書館等で

寄贈箱を設置。 

 

 



 

 

 

 

 

令和３年度 内閣府 青年国際交流事業派遣者の決定について 

 
内閣府が行う青年国際交流事業は、日本と世界各国の青年の交流を通して、国際化の進む

社会で活躍できる青年の育成を目的に実施されています。 

本学では、グローバル社会に対応した人材育成を目的に、積極的に海外派遣事業に参加す

る学生の支援に取り組んでおり、この事業に参加する学生の支援を平成 23年度より行ってい

ます。 

この度、本学学生 1名が、書類選考、内閣府面接の選考を経て、「日本・韓国青年親善交流

事業」に日本代表青年として選出されました。本学学生が内閣府の青年国際交流事業に選出

されるのは 10年連続です。 

 

記 

 

１． 対象学生（1名） 

  令和 3年度 内閣府 日本・韓国青年親善交流事業 

総合政策学部 2年 古垰 杏奈（こたお あんな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和 3年度日本・韓国青年親善交流事業  

概要:  

1984年の日韓両国首脳会談における共同声明の趣旨を踏まえ、1987年から開始された

日韓両政府による共同事業。日韓関係の将来に向けたありようについて踏み込んで考

え、どのような領域で青年たちが東アジア地域の発展に貢献できるのかを考えてゆく機

会ともなります。 

 平時であれば、文化紹介やホームステイを通じた交流、地球環境、文化、教育、社会福祉

等の各種施設、先進企業の訪問やディスカッション等を行っています。 

 令和 2年度はコロナ禍により事業中止。令和 3年度はオンラインで開催。 

実施期間・場所:  
〇活動内容 ：オンラインディスカッション、日本文化紹介、韓国青年との交流 

〇オンライン交流期間 ：令和 3 年 11 月 20 日(土)11 月 21(日）12 月 5 日（日） 

 ①オンライン事前研修  令和 3 年 10 月 24 日（日）、31 日（日） 

 ②オンライン事後研修  令和 3 年 12 月 11 日（土） 

 ③オンライン事業報告会 令和 4 年 1 月 16 日（日） 

 

  

令和 3年 11 月 11日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：連携交流課 雪吹・粟井 

電話：0855-25-9063 

資料４ 



 

内閣府主催青年海外派遣事業について （参考） 

https://www.cao.go.jp/koryu/ 

1.目的： 

内閣府の青年国際交流事業は、航空機による派遣・招へい事業及び船による多国間交流事

業を通じた日本と諸外国の青年の交流により、青年相互の理解と友好を促進するととも

に、青年の国際的視野を広めて、国際協調の精神を養い、次代を担うにふさわしい青少年

を育成することを目的としている。 

 

2.活動内容： 

各事業において、我が国及び諸外国の参加青年は、世界的視野に立った共通課題の研究・

討論、自国の文化の紹介などの各種交流活動や、産業・文化・教育施設の視察、ホームス

テイなどの活動を行い、友好、親善を深める。また、各事業に参加した日本青年たちは、

「日本青年国際交流機構」を組織し、海外で得た貴重な体験を活かし、地域社会、あるい

は職域などにおいて社会貢献および国際理解・協力等の促進のための諸活動を行ってい

る。（内閣府ホームページより） 

なお、令和 3年度はオンラインでの実施となります。 

3.令和 3年度 内閣府青年国際交流事業の募集人数（対象年齢 18～30歳） 

※（ ）内数は日本からの選抜者数 

① 国際青年育成事業日本参加青年 32 名（中南米地域 16 名、欧州地域 16 名） 

② 日本・中国青年親善交流事業（25名） 

③ 日本・韓国青年親善交流事業（12名） 

④ 東南アジア青年の船（27名）     

⑤ 世界青年の船（40名） 

 

4.島根県立大学・島根県立大学短期大学部からの過去の選抜状況 

 ※ 本学学生は 10年連続選出！ 

年度 国際青年育成事業 
① 日・韓 

② 青年親善交流 

日・中 

青年親善交流 

東南アジア 

青年の船 
世界青年の船 合計 

令和 3 ③ － ④ 1 － － － 1 名 

令和 2 ⑤ コロナ禍により中止 ⑥ 中止 中止 中止 中止 - 

令和 1 ⑦ － ⑧ － 2 － 1 3 名 

平成 30 ⑨ － ⑩ － 1 － － 1 名 

平成 29 － － 1 － － 1 名 

平成 28 ⑪ 1 ⑫ リトアニア － 2(浜田 1 松江１) 1 － 4 名 

平成 27 － 1(松江) － 1 － 2 名 

平成 26 ⑬ 1 ドミニカ共和国 1 － － － 2 名 

平成 25 ⑭ 1 カンボジア 2(浜田 1 松江１) － － － 3 名 

平成 24 － 2 2 － － 4 名 

平成 23 ⑮ 2 ﾗｵｽ・ドミニカ 2 1 － － 5 名 

 

 



（令和3年度卒業生）　令和3年10月31日現在

うち県内
就職者数

県内就
職率

出身者数 うち県内
就職者数

島根県立大学

総合政策学部 235 217 175 40 80.6% 22.9% 46 27 58.7% 9 9
看護栄養学部
看護学科 74 66 65 41 98.5% 63.1% 40 36 90.0% 8 0
看護栄養学部
健康栄養学科 43 43 30 13 69.8% 43.3% 16 10 62.5% 0 0
別科
助産学専攻 11 11 11 7 100.0% 63.6% 5 5 100.0% 0 0

保育教育学科 43 43 24 17 55.8% 70.8% 16 13 81.3% 0 0

地域文化学科 72 70 60 41 85.7% 68.3% 44 37 84.1% 2 0

島根県立大学短期大学部

保育学科 41 41 23 17 56.1% 73.9% 17 17 100.0% 0 0

総合文化学科 45 37 22 20 59.5% 90.9% 19 17 89.5% 6 2

合計 564 528 410 196 77.7% 47.8% 203 162 79.8% 25 11

うち県内
就職者数

県内就
職率

出身者数 うち県内
就職者数

島根県立大学

総合政策学部 209 194 190 35 97.9% 18.4% 44 29 65.9% 6 9
看護栄養学部
看護学科 86 73 73 32 100% 43.8% 38 31 81.6% 11 2
別科
助産学専攻 11 11 11 6 100% 54.5% 6 5 83.3% 0 0

島根県立大学短期大学部

保育学科 43 41 41 30 100% 73.2% 29 28 96.6% 1 1

総合文化学科 42 39 38 32 97.4% 84.2% 31 28 90.3% 1 2

合計 391 358 353 135 98.6% 38.2% 148 121 81.8% 19 14

うち県内
就職者数

県内就
職率

出身者数 うち県内
就職者数

島根県立大学

総合政策学部 222 211 207 34 98.1% 16.4% 61 29 47.5% 2 9
看護栄養学部
看護学科 78 69 69 40 100.0% 58.0% 45 38 84.4% 8 1
別科
助産学専攻 16 16 16 9 100.0% 56.3% 9 8 88.9% 0 0

島根県立大学短期大学部

保育学科 41 36 36 23 100.0% 63.9% 25 21 84.0% 5 0

総合文化学科 47 37 37 25 100.0% 67.6% 27 24 88.9% 5 5

合計 404 369 365 131 98.9% 35.9% 167 120 71.9% 20 15

その他（自
営・家事手
伝い・進学
準備等）

その他（自
営・家事手
伝い・進学
準備等）

（令和元年卒業生）　最終結果

学部・学科
就職
希望者
数

就職
希望者
数

就職率
卒業
者数

内定保有者のうち県内

内定保有者数 内定保有者のうち県内

進学
者数

学部・学科
就職率

県内出身
者の県内
就職率

進学
者数

卒業
者数

県内出身
者の県内
就職率

就職率

内定保有者数

島根県立大学進路決定状況集計表

学部・学科
卒業
者数

就職
希望者
数

内定保有者数 県内出身
者の県内
就職率

内定保有者のうち県内
進学
者数

その他（自
営・家事手
伝い・進学
準備等）

＜参考＞

（令和2年度卒業生）　最終結果

資料５


